


































































要約

専門家を中心に妊娠に関するUtility を測定した。項目は母体の妊娠合併症、帝王切開、

育児、子供の後遺症、妊孕性など 14 項目である。妊娠による母親の後遺障害(腎透析、降

圧剤服用)の Utility は、妊娠以外の疾患により生じた同じ後遺症の Utility よりも低い

結果となった。帝王切開のUtilityが 0.99と 1に近いのと対照的に、育児の期間のUtility

は 0.90 と低かった。妊孕性では子宮摘出の Utility が、子供のある方が 0.2 高くなった。


